
 

 

 

  

 

まだまだ残暑厳しい日がありますが、少しずつ朝夕に涼しさを感じられるようになりました。理科では月や星などの学習をし

ているので、家で天体観察していると虫たちの声が聞こえ、季節の移り変わりが実感できます。秋は、「読書の秋」、「芸術の

秋」、「スポーツの秋」などと言われ、学習や運動を充実させる絶好の季節です。４年生の学習内容はどんどん難しくなってき

ていますので、これまで以上に落ち着いて学習に取り組めるように支援していきたいと考えています。ご家庭でもご支援・ご協

力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿題の音読・計算にご協力くださり本当にありがとうございます。毎日の音読や土日の読書、「足し算」「引き算」「九九」

「割り算」の計算は、学びの基礎・基本の力となり、とても大切です。子どもたちは、１年生の時から取り組んでいるため、「もう

慣れたから大丈夫」「もう練習しなくてもできる」という気持ちも多少はあるかと思いますが、こつこつと積み重ねることでゆる

ぎない力になり、将来につながります。お忙しいとは思いますが、今後も引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 ９月２０日（水）に、綾川まちづくりプロジェクトの国際交流事業で、インドネシアから

の実習生と楽しく交流しました。自己紹介をした後、インドネシアの国旗や島の数につい

て○×クイズをしたり、面白いゲームをしたりしました。インドネシアからの実習生も子ども

たちも、みんなが笑顔で活動できました。この交流を通して、相手のことを知り、互いのよ

さや違いを認め、尊重し合えるようになるための素地を養うことができたと思います。  

 

  

１０月３日（火）に小児生活習慣病予防健診があり、希望したお子様の採血を行います。後日、健診を受けるにあたって、お

願いしたいことを書いた手紙をお渡しします。どうぞご確認ください。また、採血に不安を感じるお子様もいらっしゃると思います

が自分の身体のことを考える良い機会です。ご家庭でもお声かけをよろしくお願いいたします。 

 

 

９月２５日（月）、「いのちのせんせい」として、香川県介護福祉士会より、介護福祉士の池ノ

内裕也さんが来てくださいました。介護福祉士の仕事の内容や、お年寄りとの関わり方などに

ついてお話をしていただきました。子どもたちは熱心にメモをとっていました。介護の仕事は、体

に障害などがあっても、その人が今まで通り生活できるようにサポートすることで、そのために

コミュニケーションをとり信頼関係を築くことが最も重要だと教えていただきました。また例え

ば、認知症や寝たきりの人であっても、一人の「人」として接することが大切だと教えていただ

きました。そして、日常生活の中でも、様々な場面でできることがあるので進んで手助けをして

ほしいと話してくださいました。子どもたちは池ノ内さんからのお話を聞き、これからの自分に生

かしたいことを考えていました。 

綾川町立昭和小学校  
４ 年 団  学 年 だ よ り 
令 和 ５ 年 ９ 月 ２ ７ 日 

国語 「山場のある物語を書こう」 

「暮らしの中の和と洋」 

社会 「自然災害にそなえるまちづくり」 

     「昔から今へと続くまちづくり」 

算数 「式と計算の順じょ」「そろばん」「面積」 

理科 「すずしくなると」 

「とじこめられた空気と水」 

音楽 「サミングに挑戦」 

「にっぽんのうた みんなのうた」 

図工 「ギコギコトントンクリエーター」 

     「つなぐんぐん」 

体育 「小型ハードル走」「高跳び」 

     「フラッグフットボール」 


